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1  総則 

1.1  適用範囲 

この仕様書は，主として航空自衛隊で使用するトレーラ２ １／２ｔ発電機用（以下，

“トレーラ”という。）について規定する。 

1.2  用語及び定義 

この仕様書に用いる主な用語及び定義は，次によるほか，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の

1.2 及びＣ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 1.2 による。 

1.2.1 

空車状態 

トレーラに潤滑油及び油脂類を全量搭載し，附属品及び予備部品を取付位置などに収納

した状態。 

1.2.2 

最大積載状態 

空車状態のトレーラに，最大積載量の荷物を均等に積載した状態。 

1.3  種類 

種類は，表１による。 

なお，調達する種類については，調達要領指定書により指定する。 

表１－種類 

品    名 種類 荷台形式 物 品 番 号 

トレーラ２ １／２ｔ

発電機用 

Ι型 付図１による。 ２３３０－４２２－８３１１－５ 

Ⅱ型 付図２による。 ２３３０－４２２－８３１０－５ 

Ⅲ型 付図３による。 ２３３０－４２７－８２４４－５ 
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1.4  製品の呼び方 

製品の呼び方は，品名及び種類による。 

例 トレーラ２ １／２ｔ発電機用 Ⅰ型  

1.5  引用文書 

この仕様書に引用する次の文書は，この仕様書に規定する範囲内において，この仕様書

の一部をなすものであり，入札書又は見積書の提出時における最新版とする。 

なお，引用文書に定める内容がこの仕様書に定める内容と相違する場合は，c)を除き，

この仕様書に定める内容が優先する。 

a) 規格 

ＪＩＳ Ｄ ６６０５     自動車部品－トラックトラクタ及びトレーラのエアブ

レーキ用ホースカップリング 

ＪＩＳ Ｄ ６６０６     トラックトラクタ及びトレーラ用７極電線カップリン

グ 

ＮＤＳ Ｚ ８２０１     標準色 

ＭＩＬ－ＤＴＬ－６４１５９ CAMOUFLAGE COATING, WATER DISPERSIBLE, ALIPHA- 

TIC POLYURETHANE, CHEMICAL AGENT RESISTANT 

b) 仕様書 

ＤＳＰ Ｄ ０００３     ３ １／２ｔトラック 

ＤＳＰ Ｌ ４７６８     帆布 

ＤＳＰ Ｚ １００５     燃料携行缶 

ＣＰＳ－Ｇ６１０５６    発動発電機５ｋＷ 

ＣＰＳ－Ｇ６１０８５    発動発電機１３ｋＶＡ 

ＣＰＳ－Ｇ６１１１９    発動発電機１５ｋＷ（５０／６０Ｈｚ） 

ＣＰＳ－Ｇ６１１２０    発動発電機３０ｋＷ（５０／６０Ｈｚ） 

ＣＰＳ－Ｇ６１１３１    発動発電機４５ｋＷ 

ＣＰＳ－Ｇ６１１３９    発動発電機３０ｋＷ（移動用多重通信装置） 

ＣＰＳ－Ｇ６１１４０    発動発電機３０ｋＷ（移動式気象レーダ装置等） 

ＣＰＳ－Ｇ６１１４２    発動発電機１５ｋＷ（移動警戒隊用整備シェルターＮ

ＭＸ－３５４型用） 

ＣＰＳ－Ｇ６１１４４    発動発電機４５ｋＷ（４００Ｈｚ） 

ＣＰＳ－Ｇ６１１５３    発動発電機３０ｋＷ（Ｊ／ＴＲＱ－５０６用） 

ＣＰＳ－Ｖ２３１０８    トラック２ １／２ｔ４×４カーゴ  

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｑ０００１２  需品等関係カタログ製品(発動発電機１２．２ｋＶＡ) 

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８  車両等共通仕様書 

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７  調達品等一般共通仕様書 

 

品  名 トレーラ２ １／２ｔ発電機用 
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c) 法令等 

自衛隊の使用する自動車に関する訓令（昭和４５年防衛庁訓令第１号） 

航空自衛隊物品管理補給手続（ＪＡＦＲ１２５） 

2  製品に関する要求 

2.1  一般的要求 

一般的要求は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.1 によるほか，自衛隊の使用する自動車

に関する訓令（以下，“訓令”という。）に適合しなければならない。 

2.2  構成 

構成は，次による。 

a) 主フレーム 

b) 懸架装置 

c) 制動装置 

d) 電気装置 

e) 補助脚 

f) ジャッキ 

g) けん引環 

h) 歩み板 

2.3  材料・部品・加工方法 

材料，部品及び加工方法は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.2 による。 

2.4  構造・形状・寸法・質量 

2.4.1  構造・形状 

構造及び形状は，付図１～付図３を基準とするほか，次による。 

なお，規定のない事項については，製造会社仕様とし，細部は，承認図面による。 

a) 主フレーム 主フレームは，次による。 

1) 鋼材を使用した平床式とする。 

2) 前部は，ドローバー方式とし，先端にけん引環を取り付ける。 

3) Ⅰ型及びⅡ型は，表２のうち，調達要領指定書により指定した発動発電機の種類及 

びその数量を，積載取り付け可能な構造とする。 

4) Ⅲ型は，ＣＰＳ－Ｇ６１０８５に示す発動発電機１３ｋＶＡ（以下，“発動発電機 

１３ｋＶＡ”という。）２ＳＥ及び付図４に示すケーブル１ＳＥを積載取り付けで 

きる構造とする。 

5) けん引車両 けん引車両は，次による。 

5.1) Ⅰ型及びⅡ型は，ＤＳＰ Ｄ ０００３に示す３ １／２ｔトラック（以下，“３ 

１／２ｔトラック”という。）及びＣＰＳ－Ｖ２３１０８に示すトラック２ １ 

／２ｔ４×４カーゴ（以下，“トラック２ １／２ｔ４×４カーゴ”という。） 

に連結使用できなければならない。 

5.2) Ⅲ型は，３ １／２ｔトラックに連結使用できなければならない。 

品  名 トレーラ２ １／２ｔ発電機用 
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6) 発動発電機の種類に応じた，トレーラへの積載取り付け穴あけ加工については，調

達要領指定書により指定する。 

 

表２－発動発電機の種類 

仕様書番号 名     称 

ＣＰＳ－Ｇ６１０５６  発動発電機５ｋＷ  

ＣＰＳ－Ｇ６１１１９  発動発電機１５ｋＷ（５０／６０Ｈｚ）  

ＣＰＳ－Ｇ６１１２０  発動発電機３０ｋＷ（５０／６０Ｈｚ）  

ＣＰＳ－Ｇ６１１３１  発動発電機４５ｋＷ  

ＣＰＳ－Ｇ６１１３９  発動発電機３０ｋＷ（移動用多重通信装置） 

ＣＰＳ－Ｇ６１１４０  発動発電機３０ｋＷ（移動式気象レーダ装置等） 

ＣＰＳ－Ｇ６１１４２  発動発電機１５ｋＷ（移動警戒隊用整備シェルターＮ

ＭＸ－３５４型用） 

ＣＰＳ－Ｇ６１１４４  発動発電機４５ｋＷ（４００Ｈｚ） 

ＣＰＳ－Ｇ６１１５３ 発動発電機３０ｋＷ（Ｊ／ＴＲＱ－５０６用） 

Ｃ＆ＬＰＳ－Ｑ０００１２ 発動発電機１２．２ｋＶＡ 

デンヨー（株） ＤＣＡ－１５ＥＳＸ（５０Ｈｚ）， 

東洋電機工業（株） ＴＧ－１４ＳＢＳ（６０Ｈｚ） 
 
 

b) 懸架装置 懸架装置は，このトレーラの用途に，必要な強度を有する構造でなければ

ならない。 

c) 制動装置 制動装置は，次による。 

1) 主ブレーキは，次による。 

1.1) けん引走行中にけん引車両とトレーラが離れたとき，自動的に制動する非常用ブ

レーキ装置を設ける。 

なお，ブレーキエアホースは，ＪＩＳ Ｄ ６６０５ 重ね式とする。 

1.2) Ⅰ型及びⅡ型は，エアサーボによる油圧式とする。 

1.3) Ⅲ型は，エアサーボによる油圧式又はエアースプリングチャンバー（増圧装置）

によるフルエア圧式とする。 

2) 駐車ブレーキは，手動拡張式とし，操作ハンドルは，荷台前方左フレーム下に取り

付ける。 

なお，主ブレーキの操作と関係なく，駐車ブレーキ単独で操作可能な機能を有し

なければならない。 

 

品  名 トレーラ２ １／２ｔ発電機用 



5 

 

 

 

 

d) 電気装置 電気装置は，次による。 

1) 電源は，けん引車両の２４Ｖ蓄電池とし，けん引車両との接続のため，トレーラ前

方に，７極電線カップリングＪＩＳ Ｄ ６６０６ ７ＴＰ－１を取り付けたケーブ

ルＪＩＳ Ｄ ６６０６ ７ＴＣを，配線する。 

なお，ケーブルの長さは，けん引時に支障のない長さとする。 

2) 灯火類は，訓令の保安基準によるほか，管制用尾灯及び管制用制動灯を左右後方に

各１ＥＡ取り付け，平時用及び管制用の切り換えスイッチを設ける。 

e) 補助脚 車輪付とし，荷台をほぼ水平に調整可能なスクリュージャッキ式とし，けん

引車両との連結時には，後方に折りたたんで固定される構造とする。 

なお，けん引走行中に固定がはずれないように安全装置を設ける。 

f) ジャッキ ジャッキは，次による。 

1) ネジ式ジャッキとし，主フレームの後部両端に備える。 

2) 発動発電機使用中は，立てた状態で，けん引走行中は，フレーム下面に収納された

状態で，固定が可能な構造でなければならない。 

3) ジャッキのネジ棒の下端に接地盤を取り付け，その連結には，ボールジョイントを 

使用する。 

g) けん引環 けん引環（以下，“ルネット・アイ ”という。）は，太さ４２ mm１) ，

内径９０ mmの鍛造鋼環とするほか，次による。 

1) ルネット・アイの高さは，発動発電機を積載取り付けしない状態で，次を基準とす

る。 

1.1) Ⅰ型 ９００ mm１)及び１ ０４５ mm１)の位置に調整可能な構造とする。 

1.2) Ⅱ型 ９５０ mm１)とする。 

1.3) Ⅲ型 ９１５ mm１)及び１ ０６０ mm１)の位置に調整可能な構造とする。 

2) ルネット・アイの取り付けは，次による。 

2.1) Ⅰ型及びⅢ型については，フレームに強固に取り付けたブロック及びトーイング

アームを介して，取り外し可能なボルト止めにより取り付ける。 

2.2) Ⅱ型については，フレームに強固に取り付けたブロックに取り付ける。 

3) けん引車両のアイ・レットに結合するため，太さ１０ mm１)のフック付鎖２本を備 

える。 

なお，鎖の長さは，けん引時に支障のない長さとする。 

注１)  許容誤差については，製造会社の規定によるほか，細部は，承認図面による。 

h) 歩み板 歩み板は，次による。 

1) Ⅰ型及びⅡ型については，主フレームの両側にフェンダー兼用の歩み板を発動発電

機の全長にわたって取り付ける。 

なお，歩み板上面には，滑り止め処置を施すほか，フェンダー前部両側にＤＳＰ 

Ｚ １００５に示す燃料携行缶の取付用ブラケットを取り付ける。 

品  名 トレーラ２ １／２ｔ発電機用 
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2) Ⅲ型については，主フレームの両側に，床板及びフェンダー兼用の歩み板を発動発

電機の全長にわたって取り付け，発動発電機が置かれる部分以外の歩み板上面に

は，滑り止め処置を施す。 

2.4.2  寸法 

寸法は，表３によるほか，付図１～付図３を基準とする。 

なお，細部は，承認図面による。 

 

表３－寸法             単位 mm  

区 分 Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型 
  
  
  
  
  
  
  

全 長 最大４ ８００ 最大５ ３５０ 最大５ ０５０ 
全 幅 最大２ ３１５ 

床までの高さ ９２０   ９２０～  ９４０ 
トレッド   １ ８７０ 

ルネット・アイ中心
から後車軸中心まで 

  ３ １５０   ３ ５９０ ３ １００～３ ４００ 

 

2.4.3  質量 

質量は，表４によるほか，細部は，承認図面による。 

表４－質量             単位 kg 

区 分 Ⅰ型 Ⅱ型 Ⅲ型 

空車状態の質量 

（附属品を含む。） 
最大１ ４００ 最大１ ５５０ 

最大積載量   ２ ７５０   ３ ０００ 

最大積載状態の質量 最大４ １５０ 最大４ ５５０ 

 

2.5  外観 

外観は，次による。 

a) きず，割れ，まくれ, その他の有害な欠陥があってはならない。 

b) 各部の塗装及びめっきにむらがあってはならない 

c) 塗装は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.3 及び表５による 

なお，塗装の種類は，調達要領指定書により指定するほか，細部は，承認図面及び 

色見本による。 

 

 

 

 

品  名 トレーラ２ １／２ｔ発電機用 
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表５－塗装の種類 

種類 塗料及び塗装方法 

高射部隊用 車体の外部塗装用塗料は，ＭＩＬ－ＤＴＬ－６４１５９ ＴＹＰＥ

Ⅱ，Colors Green ３８３により塗装する。 

また，車軸及び懸架装置は，製造会社仕様の黒色で塗装する。 

高射部隊用以外 車体の外部は，製造会社仕様塗料を使用し，ＮＤＳ Ｚ ８２０１

の色番号２３１４ ＯＤ色により塗装する。 

また，車軸及び懸架装置は，製造会社仕様の黒色で塗装する。 
 

2.6  性能・機能 

性能及び機能は，表６の試験方法に適合しなければならない。 

 

表６－試験方法 

項  目 試験方法 判定基準 

最大安定傾斜角 訓令の規定に適合しなければならない。 

制動装置性能 

運行性能 最大積載状態で，けん引車両に連結し，平地，坂

路，長坂路，舗装路，砂砂利などを含む試験路を 

５０ｋｍ以上走行し，その間各装置の機能，作動，

漏れ，異音，過熱などを調べる。 

異常があっ

てはならな

い。 

非常用ブレーキ 空車状態でけん引車両に連結し，けん引車両の機関

を始動させ，空気圧が４９０ｋＰａ以上になったら

トレーラのブレーキエアホースを切り離し，けん引

車両を低速発進させ，トレーラの制動状態を調べ

る。 

 

2.7  製品の表示 

製品の表示は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.4 によるほか，細部は，承認図面によ

る。 

なお，自動車番号標は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.4.4 の表２の“車両法適用除

外指定の車両”とする。 

3  監督及び検査 

監督及び検査は，契約担当官等の定める監督及び検査実施要領に基づき実施する。 

4  出荷条件 

出荷条件は，商慣習による。 

 

品  名 トレーラ２ １／２ｔ発電機用 
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5  その他の指示 

提出書類等は，次による。 

a) 類別原資料は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.1.1 による。 

b) 取扱説明書等は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.2 による。  

c) 車両法適用除外指定申出書関連書類は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.3 による。 

d) 完成写真等は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.5 による。 

e) 車両等主要諸元資料は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.1.6 による。  

f) 特定化学物質等の資料については，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.1.3 による。 

g) 貴金属等資料については，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.1.4 による。 

5.2  自動車検査証・車歴簿  

自動車検査証及び車歴簿は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.3 及び 5.5 による。 

5.3  附属品 

附属品は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 5.6によるほか，表７による。ただし，不要と

する場合は，調達要領指定書により指定する。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

品  名 トレーラ２ １／２ｔ発電機用 
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表７－附属品 

種類 品名 
数量及

び単位 
注記 

Ⅰ型及びⅡ型 ボルト １式 調達要領指定書により指定した発動発電

機を，トレーラへの積載取り付け可能な

ものとする。 
ナット 

ワッシャ 

発動発電機保護用帆布 １枚 調達要領指定書により指定した発動発電

機を，完全に覆うことが可能なものと

し，ＤＳＰ Ｌ ４７６８のうち，適当な

種類のものとする。 

なお，細部は，承認図面による。 

Ⅲ型 発動発電機固定用器具 １式 発動発電機１３ｋＶＡ２ＳＥを，着脱

可能なボルト止めで固定し，トレーラ

に積載取り付けするためのものとし，

細部は，承認図面による。 

なお，積載取り付けした状態で，整備

作業ができなければならない。 

ケーブル固定用器具 １式 付図４に示すとおり，商用電源ケーブ

ル及び発動発電機用ケーブル各１ＥＡ

を，付図３に示す位置に固定可能な構

造とする。また，けん引走行中におけ

る安全を確保できなければならない。 

なお，細部は，承認図面による。 

ケーブル保護用帆布 １枚 ケーブル用固定具を完全に覆うことが可

能なものとし，ＤＳＰ Ｌ ４７６８のう

ち，適当な種類のものとする。 

なお，細部は，承認図面による。 

 

5.4  貸付品 

契約の相手方は，表８に示す車両の貸付けを受けることが可能である。なお，貸し付け

を受ける場合は，時期及び場所について，補給本部需品部需品第１課長（以下，“需品１

課長”という。）に調整する。 

なお，貸付けの手続き等は，航空自衛隊物品管理補給手続（ＪＡＦＲ１２５）により行

う。 
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表８－貸付品 

種類 品  名 
数量及 

び単位 
注記 

Ⅰ型 

及び 

Ⅱ型 

３ １／２ｔトラック又

はトラック２ １／２ｔ４

×４カーゴ 

１両  引き渡し場所は，需品１課長が指

示する場所とし，貸付期間は３０

日間を限度とする。 

Ⅲ型 
３ １／２ｔトラック １両  

発動発電機１３ｋＶＡ １ＥＡ 

 

5.5  承認用図面・色見本 

承認用図面及び色見本は，次による。 

a) 承認用図面 契約の相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.3 より，次の承認用 

図面を作成の上，提出し，承認を受けなければならない。 

1) 外形図（寸法及び質量を含む。） 

2) 塗装配置図 

3) 航空自衛隊標識図 

4) 銘板図 

5) その他必要な図面 

b) 色見本 契約の相手方は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.3 により，車体外部の塗 

料の色について，色見本を作成の上，提出し，承認を受けなければならない。なお， 

色見本の細部については，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｖ００００８の 2.3.4 による。 

5.6  装備品等不具合報告（ＵＲ）対策 

装備品等不具合報告（ＵＲ）対策は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.4 による。 

5.7  技術変更提案（ＥＣＰ） 

技術変更提案（ＥＣＰ）は，Ｃ＆ＬＰＳ－Ｙ００００７の 4.7 による。 

5.8  現地調査 

契約の相手方は，契約締結後，積載取り付けする発動発電機等の現物確認が必要な場

合には，需品１課長と調整のうえ，現地調査を行うことが可能である。 

5.9  官側における支援 

契約の相手方は，現地調査を行うにあたり，次の支援を無償で受けることが可能であ

る。 

なお，支援が必要な場合は，需品１課長と調整する。 

a) 作業場所の提供 

b) 作業員に対する事務処理の場所の提供 
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単位 mm 

 

付図１－トレーラ２ １／２ｔ発電機用Ⅰ型 
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単位 mm 

 

付図２－トレーラ２ １／２ｔ発電機用Ⅱ型 
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単位 mm 

 

付図３－トレーラ２ １／２ｔ発電機用Ⅲ型
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